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 10 月 初 旬 、 木 曽 駒 ヶ 岳 (2956ｍ )に 出

か け た 。 中 央 ア ル プ ス の 最 高 峰 で あ る 。

そ の 中 腹 の 千 畳 敷 平 ま で は ロ ー プ ウ エ

ーで 簡単 に登 れる とあ って 、紅 葉シ ーズ

ンに はと りわ け人 気の 山で ある 。  

 朝 方、飯田 線駒 ヶ根 駅か らの バス でロ

ープ ウエ ー下 駅・しら び平 に向 かう 。途

中の 菅ノ 台バ スセ ンタ ー辺 りで は、バス

を 待 つ 行 列 が 200 人 以 上 も あ り 臨 時 バ

スも 出す のに 大童 との こと 。  

9 時 ロ ープ ウ エー 下 駅に 到 着し た ら 、

ロー プウ エー 乗車 が何 と 40 分 待ち 。よ

うや く乗 った ロー プウ エー は、僅か 9 分

間 で ロ ー プ ウ エ ー 上 駅 ・ 千 畳 敷 平 (2612

ｍ )に 運ん でく れた 。  

千 畳 敷 ホ テ ル の テ ラ ス に タ ダ で 厚 か

まし く座 り込 んで 身支 度を する 。目 の前

に広 がる 千畳 敷平 は、残念 なが らも う枯

野原 の装 い。今年 は異 常気 象で 、早 くに

紅葉 の盛 りは 終っ たと のこ と。それ でも

周 遊 コ ー ス を 連 な っ て 散 策 す る 沢 山 の

人の 群れ が跡 を絶 たな い。  

10 時半 出 発で 、 今夜 の 宿・ 宝 剣 山 荘

に向 かう 。千 畳敷 平の 真ん 中、石ゴ ロゴ

ロ の 八 丁 坂 の 直 登 。 前 も 後 も 人 の 群 れ 。

蛇 篭 を 積 ん だ ジ グ ザ グ の 急 坂 を ぐ ん ぐ

ん高 度を 上げ て行 く。 疲れ る。  

11 時 45 分宝 剣山 荘到 着 。寝 床を 確 保

し 一 休 み の 後 、 13 時 出 発 、 軽 装 で 駒 ヶ

岳に 向か う。ハイ マツ とガ レキ の広 い斜

面 を 辿 り 、 中 岳 (2925ｍ )頂 上 到 着 が 13

時半 。更 に広 い斜 面の ガラ 場を 下り 、広

い ゴ ロ 石 斜 面 を 踏 み 跡 に 従 い 登 り 、 14

時駒 ヶ岳 山頂 。  

山頂 には、木曽 側に 石造 りの 祠、伊 那

側 に 檜

造 り の

祠 、 中

央 に

360 度

展 望 の

立 派 な

標 定 盤

が あ る

が、どん より 曇り 、眺望 ゼロ 。寒い 。早々

に宿 に帰 り、スト ーブ を囲 んで の宴 会の

仲間 に加 わっ た。  

夜 半

か ら 雨

風 の 音 。

朝 に な

っ て も

霧 雨 模

様 。 予

定 し て

い た 空

木 岳 へ

の 縦 走

を取 りや め、しば らく ウジ ウジ して いた

が 、 と あ れ 宝 剣 岳 (2931ｍ )と 三 ノ 沢 岳

(2846ｍ )の 頂 上 を 踏 ん で 下 山 す る こ と

に意 を決 し、 7 時 15 分、 雨支 度で 山荘

を出 発し た。  

山荘 を出 てす ぐ岩 場が 始ま る。要 所 に

クサ リや アン グル が打 って ある が、雨に

濡 れ た 岩 場 を 慎 重 に 足 場 を 確 保 し な が

ら登 る。 宝剣 岳頂上 7 時 45 分。  

下り も、 自問 自答 し つ つ 慎 重 に 慎 重 に 。 

 三 ノ沢 岳分 岐 8 時 20 分 。次 いで 三ノ

沢岳 へは ハイ マツ 帯の 散歩 。こ れが 意外

に長 く、往復 タッ プリ 3 時 間半 。元 の分

岐に 戻り 、極 楽平 経由 でロ ープ ウエ ー上

駅帰 着が 13 時 半と なっ た。  

木曽駒ヶ岳－千畳敷平の賑わい－  

千 畳 敷 平  駒 ヶ 岳 山 頂  

中 岳 か ら 臨 む 宝 剣 岳  

夏 の 駒 ヶ 岳 ･中 岳 ･宝 剣 岳 (三 ノ 沢 岳 か ら )  


